
　　　　76,325 人（－ 47）
男　　　37,894 人（－ 32）
女　　　38,431 人（－ 15）
世帯数　30,638 世帯（＋ 14）
（　）内は前月との比較

人 の 動 き 【2017/7/1 現 在】

市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生 37　   　転入 156　

死亡 71　 　  転出 169

石     岡
石 岡 の 今 を 伝 え る 　

広
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地
域
防
災
を
担
う
、
消
防
団
員



８
月
５
日
土

・
市
民
盆
踊
り
大
会

　（
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

・
有
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
※
）

　（
旧
有
明
中
学
校
跡
）

８
月
13
日
日

・
映
画「
夢
の
キ
セ
キ
」無
料
上
映
会（
※
）

　（
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
）

８
月
９
日
水
・
10
日
木

・
東
京
都
庁
で
石
岡
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ

８
月
15
日
火

・
真
家
み
た
ま
お
ど
り

　（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
・
園
部
地
区
）

８
月
19
日
土

・
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
龍
神
さ
ま
の
祝

い
丘
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
（
要
申
込
）

　（
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館
）

８
月
20
日
日

・
映
画
「
君
の
名
は
」　
上
映
会

　（
石
岡
市
民
会
館
）

８
月
27
日
日

・
天
空
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
大
会
（
※
）

▼
八
郷
総
合
支
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　
足
尾
山
、
加
波
山
な
ど
八
郷
地

　
区
の
北
側
を
走
り
ま
す
。

（
※
）
は
石
岡
市
後
援
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

問
秘
書
広
聴
課
（
本
庁
）　

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　情報ピックアップ！

上曽トンネルの開通に向け
   整備事業調整協議会が発足

　５月 19日、桜川市役所で「上曽トンネル整
備事業調整協議会」を発足しました。この協議
会は、石岡市と桜川市が県の全面的な協力・支
援を前提に、上曽トンネルの整備を進めるため
のものです。本事業は合併特例債や国・県の交
付金を財源として、来年度からの着手を目標に
準備を進めています。
問道路建設課（支所）43-1111（内線 1211）

▲左から今泉石岡市長、大塚桜川市長、松橋県道路建設課長

夏
休
み
。
石
岡
は
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん

市民盆踊り大会

天空トレイルラン大会

ぶどう狩りシーズン突入！

都
内
に
お
出
か
け
の
際
は
…

臨時福祉給付金の申請期限は
　　　　　　　9月 8日まで
▶平成26年に実施した消費税率引上げに伴う
低所得者への影響を緩和する
ため「臨時福祉給付金（経済
対策分）」が支給されます。対
象と思われる人には４月に申
請書を郵送しています。
対象／平成28年度の市県民税
が課税されない人（課税者の
扶養親族や生活保護受給者である場合は除く）
支給額／一人 15,000 円（支給は１回）
受付場所／すこやか子育て館会議室（本庁）・
市民窓口課（支所）
※郵送による申請も受け付けます（9月８日当
日消印有効）。
注意事項／申請先は昨年（平成28年）1月1日
時点に住民登録のある市町村。申請書が見当たら
ない、給付金支給の対象になると思われるが申請
書が届いていない人はお問い合わせください。
問社会福祉課（本庁）23-1111（内線 156）

広報いしおか８月１日号　№２８４　　　２　　　　　　　

ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
よ
う
！

時間等は市ホームページを
チェック！



　史
跡
指
定
を
記
念
し
て
、
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／

　

８
月
１
日
火
〜
10
月
29
日
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
月
曜
休
館
・
月
曜
日
が
祝
祭
日

　

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
石
岡

　

小
学
校
敷
地
内
）

◎
８
月
５
日
土
午
前
11
時
よ
り
、

　

展
示
担
当
者
に
よ
る
解
説
を
行

　

い
ま
す
。

月
16
日
、
文
化
審
議
会
か

ら
国
指
定
史
跡
に
関
す
る

答
申
が
公
表
さ
れ
、
石
岡
市
の
瓦

塚
窯
跡
が
国
の
指
定
史
跡
と
な
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
瓦
塚
窯
跡
は
県
の
指
定

史
跡
で
し
た
が
、
指
定
後
も
、
市

教
育
委
員
会
が
継
続
的
に
調
査
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
長
期
間
操
業
さ

れ
た
35
基
も
の
窯
跡
が
存
在
す
る

こ
と
、
常
陸
国
分
寺
な
ど
に
葺ふ

く

瓦
を
そ
の
確
立
期
か
ら
終
焉
ま
で

一
つ
の
遺
跡
で
確
認
で
き
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
点

が
全
国
的
に
貴
重
で
あ
る
と
高
く

評
価
さ
れ
、
今
回
の
国
史
跡
指
定

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

問
文
化
振
興
課
（
支
所
）

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
３
２
４
）

瓦か
わ
ら
つ
か
か
ま
あ
と

塚
窯
跡
が

「
国
指
定
史
跡
」
に
な
り
ま
し
た

回
指
定
さ
れ
た
瓦
塚
窯
跡

の
ほ
か
に
、石
岡
市
に
は
７

つ
の
国
指
定
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
常
陸
国
分
寺
跡
と

常
陸
国
分
尼
寺
跡
が
指
定
さ
れ
て

い
る
特
別
史
跡
は
、
特
に
重
要
で

価
値
の
あ
る
史
跡
の
み
が
指
定
さ

れ
る
も
の
。

　

全
国
で
は
、
平
城
宮
跡
（
奈
良

県
）
や
安
土
城
（
滋
賀
県
）
な
ど

も
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

県
内
の
特
別
史
跡
は
三
つ
。
旧

弘
道
館
（
水
戸
市
）
と
常
陸
国
分

寺
跡
・
国
分
尼
寺
跡
（
石
岡
市
）

で
す
。

　

三
つ
あ
る
史
跡
の
内
二
つ
が
な

ん
と
石
岡
市
に
あ
る
の
で
す
。

常陸国分寺跡
（国指定特別史跡）

常陸国分尼寺跡
（国指定特別史跡）

常陸国府跡
（国指定史跡）

佐久良東雄旧宅
（国指定史跡）

舟塚山古墳
（国指定史跡）

善光寺楼門
（国指定重要文化財）

埴輪男子像
（国指定有形文化財）

▲出土した瓦。２メートルにわたり積み重なっています。

◀瓦を焼いていた窯跡。
７～ 10 世紀初頭まで
長期間操業されました。

まちのわだいピックアップ

今

　瓦会地区（部原）にある瓦塚は、主に奈
良・平安時代に、瓦を焼いていた窯跡です。
　常陸国分寺や常陸国分尼寺などの屋根に
葺
ふ

く瓦を供給していました。
　現在発見されている窯跡は35基あり、全
国的にみて大規模なものです。

国指定史跡・瓦塚窯跡とは？ ６

「
史
跡
指
定
記
念

　
　

瓦
塚
窯
跡
展
」

　　　　　　　３　　　広報いしおか８月１日号　№２８４



地域を守る
　　熱き消防団員たち
　気温 30 度を超える猛暑日だった、
7 月 2 日、県畜産センターの駐車場で

「第 12 回石岡市消防団消防ポンプ操
法競技大会」が開催されました。
　本大会は、消防団員の消防ポンプ操
作の向上のために行われており、２部
門に計 13 部隊が参加しました。
　消防団員は、本業の傍らで地域防災
のために活動する 18 歳以上の地域住
民。石岡市消防団には 42 の分団があ
り、598 人の消防団員がいます。　
　今年の 1 月に入団したばかりで第 1
分団の 3 番員として大会に出場した北
田大

ま さ と

斗さん（22）は「3 月から月曜と
木曜の仕事終わりに柏原分署で訓練に
参加していました。5 月に入ってから
は土曜日も。仕事との両立は大変でし
たが、無事やり終えてほっとしていま
す」。第 1 分団長の櫻井聡さん（50）
は「若い人の参加が減っている中で、
地域の防災のために活動してくれる北
田くんの存在は心強い」と話します。
　消防団員の皆さんは、異常気象が増
え、一人暮らしの高齢者世帯も増加す
る中、地域住民の皆さんが安心して暮
らせるようにと活動しています。
随時、団員を募集しています！
　詳しくはお問い合わせください。
　問消防本部総務課　☎ 23-0119

▲ポンプ操法を行う 1 番員の最優秀選手賞に選ばれた第 11 分団１部の大枝正和
さん（34）。ポンプ操法とは、設置された防火水槽から給水、火災現場を意識し
た火

か て ん

点と呼ばれる的にめがけて放水し、撤収するまでの一連の手順のことです。
消防団では実際の火災現場に直面しても慌てずに消火活動に立ち向かえるよう
に、このホース（重さ 6㎏）を操る訓練を重ねています。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

【大会結果】ポンプ車操法の部（9 個分団が出場）の優勝は第 1 分団（若宮地区）、
小型ポンプの部（4 個分団が出場）の優勝は、第 15 分団（瓦谷地区）でした。

▲当日は女性消防班の皆さんも大会運
営をサポート。高齢者世帯の訪問や
AED 講習などの場面で活躍中。

▲迅速性と正確性が求められるポンプ
操法。火災の現場で力を発揮するため
には、普段から十分な訓練が必要です。

　
「
新
緑
の
緑
、
山
の
紅
葉
、
季
節
の
移
ろ
い
。

環
境
が
作
品
づ
く
り
に
生
き
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
ね
」
と
話
す
の
は
、
市
内
在
住
の
井
上
雅
之

さ
ん
（
59
）。
石
岡
市
に
移
り
住
み
25
年
で
す
。

　

多
摩
美
術
大
学
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、
自
ら
も

制
作
に
取
り
組
み
、
第
24
回
日
本
陶
芸
展
で
大

賞
・
桂
宮
賜
杯
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
展
は
実
力

日
本
一
の
陶
芸
作
家
を
選
定
す
る
こ
と
が
コ
ン
セ

プ
ト
。
こ
れ
ま
で
に
、
人
間
国
宝
・
故
松
井
康
成

氏
な
ど
が
大
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
「『
力
強
さ
』
と
い
う
形
の
な
い
も
の
を
、
形
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
蜂
の
巣
は

種
を
保
存
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
け
ど
、

抜
け
殻
に
な
っ
た
後
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま

す
。そ
う
い
う
力
強
さ
を
焼
き
物
で
表
現
し
た
い
」

　

自
然
や
人
工
物
を
手
が
か
り
に
、
焼
き
物
と
い

う
分
野
で
新
た
な
表
現
方
法
を
開
拓
し
て
い
る
井

上
さ
ん
。
大
賞
作
品
は
、
９
月
３
日
ま
で
笠
間
市

の
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市内在住の井上雅之氏が
　日本陶芸展で大賞を受賞

▲井上雅之氏と受賞作品「ＮＴ－ 171」

ま ち の 話 題

広報いしおか８月１日号　№２８４　　　４　　　　　　　



　

今
年
度
は
県
知

事
選
挙
と
市
長
選

挙
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
か

ら
選
挙
権
が
18
歳

へ
と
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
市
内
の
高

校
で
、
選
挙
の
意
味

や
投
票
方
法
を
伝
え
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
生
徒
会
長
の
浅
野
飛あ

す
ま真
さ
ん
は
「
今
回
の

模
擬
投
票
で
、
投
票
自
体
は
難
し
く
な
い
も
の
だ

と
分
か
っ
た
。
実
際
の
選
挙
の
と
き
に
は
自
分
な

り
に
よ
く
考
え
て
投
票
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

6 月 6 日　よく考えて投票したい。
　　　　　　石岡ニ高生が模擬投票

　

茨
城
県
交
通
対

策
協
議
会
会
長
（
茨

城
県
知
事
）
か
ら

交
通
安
全
県
民
運

動
模
範
推
進
者
と

し
て
市
内
在
住
の

３
人
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
28
年

中
に
地
域
で
街
頭

立
哨
活
動
や
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
率

先
し
て
行
い
、
交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
受
賞
者
（
敬
称
略
）】
森　

清き
よ
こ子
・
岩
渕 
妙た
え
こ子
・

松
信 

武た
け
し始

６月 19 日　交通安全県民運動
　　　　　　　　模範推進者に感謝状

　

平
成
29
年
度
石
岡

市
献
血
功
労
者
感
謝

状
贈
呈
式
が
石
岡
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
50
回
以
上
献
血

に
協
力
し
、
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
か

ら
推
薦
を
受
け
た
３

人
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

献
血
は
、
水
戸
と
つ
く
ば
の
献
血
ル
ー
ム
の
ほ

か
に
、
市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
巡
回
し

て
い
る
献
血
バ
ス
で
も
行
え
、日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
広
報
紙
15
日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

５月 19 日　これまでに 50 回以上、
  「献血」に協力した方へ感謝状を贈呈

　

市
は
株
式
会
社

カ
イ
ン
ズ
と
協
定

を
結
び
、
災
害
時

に
必
要
な
生
活
物

資
の
提
供
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
回

の
協
定
は
、
民
間

団
体
と
し
て
は
31

団
体
目
、
生
活
物

資
の
供
給
と
し
て
は
８
団
体
目
で
す
。

　

市
で
は
災
害
に
備
え
、
食
糧
や
飲
料
水
を
備
蓄

す
る
ほ
か
に
、
県
内
全
市
町
村
お
よ
び
東
京
都
文

京
区
・
宮
城
県
多
賀
城
市
と
相
互
災
害
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
ま
す
。

5 月 26 日　（株）カインズと災害時の
生活物資提供に関する協定を結ぶ

　

平
成
19
年
に
廃

線
に
な
っ
た
鹿
島

鉄
道
の
線
路
跡
を

一
部
バ
ス
専
用
道

と
し
て
整
備
し
、

現
在
は
「
か
し
て

つ
バ
ス
」
が
運
行

中
で
す
。
沿
線
に

あ
る
市
立
南
小
学

校
で
は
毎
年
２
年

生
が
生
活
科
の
授
業
の
一
環
で「
か
し
て
つ
バ
ス
」

に
乗
っ
て
ま
ち
探
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
東
田
中
駅
か
ら
乗
車
し
、
南
台
一
丁
目
駅
へ
。

　

南
小
で
は
、
か
し
て
つ
バ
ス
を
通
し
て
、
公
共

交
通
に
親
し
む
体
験
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

6 月 5 日　南小の児童たちが、
「かしてつバス」に乗ってまちを探検

　

市
立
葦
穂
小
学

校
の
４
年
生
が
下

水
道
処
理
施
設
「
石

岡
市
八
郷
水
処
理

セ
ン
タ
ー
」
を
見

学
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
八
郷
地
区

の
下
水
道
区
域
か

ら
出
さ
れ
る
生
活

排
水
を
全
て
処
理

し
て
い
ま
す
。
一
日
に
処
理
し
て
い
る
汚
水
量
は

お
よ
そ
２
０
０
０
ト
ン
。
お
風
呂
の
水
で
換
算
す

る
と
な
ん
と
１
０
０
０
０
杯
分
！
汚
水
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
に
働
く
微
生
物
の
力
や
様
々
な
工
程

な
ど
下
水
道
の
し
く
み
を
学
び
ま
し
た
。

6 月 26 日　汚水はどうやって川に戻
す？葦穂小の児童たちが仕組みを学ぶ

　　　　　　　５　　　広報いしおか８月１日号　№２８４



８ 月
提 出

新 規
事 業

▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
就
職

に
有
利
で
生
活
の
安
定
に
役
立
つ

資
格
を
取
得
す
る
た
め
、
養
成
機

関
な
ど
で
１
年
以
上
修
学
す
る
場

合
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
、
希
望
職
種
や
受

給
要
件
を
確
認
す
る
た
め
必
ず
事

前
相
談
が
必
要
で
す
。（
要
予
約
）

毎
月
の
支
給
額

　

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は

10
万
円
。
市
町
村
民
税
課
税
世
帯

は
月
７
万
５
０
０
円
。

※
国
の
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
支

給
期
間
や
支
給
額
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

支
給
要
件

　

石
岡
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
母

子
ま
た
は
父
子
家
庭
の
親
で
、
在

学
期
間
中
に
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
人
ま
た
は
同
様
の
所
得
水

準
に
あ
る
人

・
養
成
機
関
で
１
年
以
上
の
教
育

課
程
を
修
業
し
対
象
資
格
の
取
得

が
見
込
ま
れ
る
人

・
税
金
、
保
育
料
お
よ
び
学
童
保
育

保
護
者
負
担
金
に
滞
納
が
な
い
人

・
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両

立
が
困
難
な
人

・
過
去
に
当
該
事
業
に
よ
る
給
付

（
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
他
の
給
付
を

含
む
）
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

・
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
人

▼
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
、
８
月

以
降
の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
該

当
者
に
は
８
月
上
旬
に
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
８
月
３
日
木

　
　

〜
９
日
水
※
土
日
祝
日
除
く

提
出
場
所
／
こ
ど
も
福
祉
課

（
本
庁
）・
市
民
窓
口
課
（
支
所
）

提
出
書
類
／
児
童
扶
養
手
当
現

況
届
・
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書
・

受
給
資
格
確
認
票

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
提
出

し
て
も
ら
う
書
類
が
あ
り
ま
す
。

手
当
の
支
給
額
（
月
額
）

児
童
１
人

４
万
２
２
９
０
円
（
全
部
支
給
）

※
一
部
支
給
は
４
万
２
２
８
０
円

　
　
　
　
　
　
　

〜
９
９
８
０
円

児
童
２
人
目
の
加
算
額

９
９
９
０
円
（
全
部
支
給
）

※
一
部
支
給
は
９
９
８
０
円

　
　
　
　
　
　
　

〜
５
０
０
０
円

児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

（
１
人
に
つ
き
）

５
９
９
０
円
（
全
部
支
給
）

※
一
部
支
給
は
５
９
８
０
円

　
　
　
　
　
　
　

〜
３
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
福
祉
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
７
４
）

資
格
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　
　
　
　
給
付
金
制
度
ス
タ
ー
ト

ひ
と
り
親
家
庭
対
象

注
意
事
項　
　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
教
育
訓
練
支

援
給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
支

給
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
、
同

時
に
二
つ
を
受
給
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
か
一
つ
を
選

ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
福
祉
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
７
４
）

・看護師（准看護師）

・保育士

・介護福祉士

・作業療法士

・理学療法士

・歯科衛生士

・美容師

・社会福祉士

・製菓衛生士

・調理師

※その他市長が必要と認めた資格

■対象資格

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

　
　
　
　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

平
成
29
年
４
月
か
ら
支
給
額
が
変
更

支給対象家庭

離婚や死別などによるひ
とり親家庭のほか、父ま
たは母が一定の障がいの
状態にある、裁判所から
のＤＶ保護命令を受けた、
母が婚姻によらないで出
産したなどの場合も該当
になります。詳しくはお
問い合わせください。
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趣 味 
講 座

高齢者
支 援

▼
「
会
社
を
退
職
し
外
出
の
機
会

が
減
っ
た
」「
家
に
一
人
で
い
る

こ
と
が
多
く
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
…
」

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
状
態

が
続
く
と
、
気
分
も
落
ち
込
み
健

康
に
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
外

に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

✿
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業
対
象

日
時
／
８
月
29
日
火　

午
前
８
時

10
分
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
集
合
）

行
き
先
／

・
群
馬
県
ス
バ
ル
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

　

タ
ー
工
場
見
学
（
団
塊
の
世
代

　

思
い
出
の
ス
バ
ル
３
６
０
の

　

展
示
や
車
の
製
造
工
程
見
学
）

・
道
の
駅　
「
め
ぬ
ま
」
で
昼
食

・
買
い
物

※
車
イ
ス
使
用
者
や
段
差
を
越
え

　

る
の
が
困
難
な
人
は
工
場
見
学

　

ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

対
象
／
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い

　

65
歳
以
上
の
人
、
高
齢
者
を
支

　

援
す
る
人

第
１
回
い
き
い
き
活
動
事
業

　
　
　
　
　
　
　参
加
者
募
集

ひ
ま
わ
り
の
館  

講
座

▶やせたいけど運動は嫌い、苦手な
　あなた。かる～い体操から始めて
　みませんか？
日時／９月12・26日、10月17・31日
         全４回　毎回火曜日
　　  午前 10時～ 11時 30分
講師／栃本 恵子先生
定員／ 15 人（50・60代の女性限定）
参加費／無料

▶季節に合った薬膳料理で、体を内
　面から整えよう！
日時／９月 28日木
　　　午前 10時～正午
講師／栃本 恵子先生
定員／ 25 人
参加費／ 1,000 円

秋の美味薬膳料理教室

▶いつまでも動ける体づくりと健康
年齢の延伸を図ります！
日時／９月 22・26・29日、10月３・
6・11・13・17・20・24・27日
　　　午前 10時～正午
　　　（初回 12時 30分まで）
講師／磯野 武夫先生
定員／ 30 人（60歳以上の人）
参加費／無料

▶けいらく（ツボを結ぶライン）を
　体操で刺激し体調を改善しよう！
日時／９月 15日金
　　　午前 10時～ 11時 30分
講師／栃本 恵子先生
定員／ 30 人
参加費／無料

■申し込み・問い合わせ
ふれあいの里石岡ひまわりの館　☎ 35-1126
申込期間／８月１日火～ 15日火　午前 8時 30分～午後５時（月曜日は休館）
申込方法／直接または電話で申し込み

定
員
／
約
20
人

参
加
費
／
無
料
（
昼
食
代
等
は
自

　

己
負
担
）

申
込
期
間
／

　

８
月
１
日
火
〜
10
日
木

申
込
方
法
／
電
話
も
し
く
は
窓
口

で
申
し
込
み
。
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
申
込
者

一
人
に
つ
き
、
一
人
ま
で
付
添
い

者
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
福
祉
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
３
）

けいらくストレッチ教室

ゆっくりめ体操教室筋肉調整とスロートレーニング教室

　　　　　　　７　　　広報いしおか８月１日号　№２８４

団
塊
世
代
の
男
性
必
見
！

▲外出は最高の気分転換！一人での参加も大歓迎！



介 護
保 険

介
護
保
険
料
額
の
決
定
方
法

　

介
護
保
険
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

額
の
１
～
２
割
を
利
用
者
が
負
担
し

ま
す
。
残
り
の
８
～
９
割
の
う
ち

22
％
相
当
分
を
65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
保
険
料
は
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
特
別
徴
収
の
人
に
は
８

月
上
旬
に「
平
成
29
年
度
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
変

更
開
始
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

８
月
上
旬
に
通
知
書
を
郵
送

平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定　

年
金
天
引
き
の
人
へ

年
金
天
引
き
さ
れ
な
い
人
へ

段

階

課税

状況
所得の基準額 率 年額

　　（円）

1
生活保護または老齢福祉年金受給で

世帯全員が非課税 0.45 30,540

世帯全員
が

非課税

合計所得金額 ( ※ 1) ＋
年金収入 ( ※ 2)80 万円以下

2
合計所得金額＋
年金収入 80 万円超～
　　　　　　　　120 万円以下 0.75 50,900

3 合計所得金額＋
年金収入 120 万円超

4
本人が
非課税

（世帯の
誰かは課

税）

合計所得金額＋
年金収入 80 万円以下 0.9 61,080

5 合計所得金額＋
年金収入 80 万円超 １ 67,870

6

本人課税

合計所得金額　  120 万円未満 1.2 81,440
7 〃 120 万円以上 190 万円未満 1.35 91,620
8 〃 190 万円以上 290 万円未満 1.6 108,590
9 〃 290 万円以上 500 万円未満 1.8 122,160

10 〃 500 万円以上 2.1 142,520
※ 1 収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控
除や医療費控除などの所得控除をする前の金額
※ 2 国民年金・厚生年金・共済年金等課税対象となる種類の年金収入額のこと。
障害年金・遺族年金・老齢福祉年金等は含まれません。

　

高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や

肺
炎
な
ど
の
疾
病
予
防
の
た
め
、

無
料
の
歯
科
健
康
診
査
を
行
い
ま

す
。

■
対
象
と
な
る
人

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
で
、
次
の
生
年
月
日
の
人
。

※
対
象
と
な
る
人
に
は
、
８
月
に

歯
科
健
康
診
査
の
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

  

①
昭
和
16
年
４
月
１
日
～

　

  

昭
和
17
年
３
月
31
日
生
ま
れ

  

②
昭
和
11
年
４
月
１
日
～

　

  

昭
和
12
年
３
月
31
日
生
ま
れ

  

③
昭
和
６
年
４
月
１
日
～

　

  

昭
和
７
年
３
月
31
日
生
ま
れ

■
実
施
期
間

　

９
月
１
日
金
～
12
月
31
日
日

※
歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除

き
ま
す
。

■
受
診
回
数

　

実
施
期
間
内
に
１
回
の
み

■
受
診
方
法

　

案
内
に
同
封
し
て
い
る
「
実
施

歯
科
医
療
機
関
一
覧
表
」
の
中
か

ら
希
望
の
歯
科
医
院
に
予
約
の

上
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

・
被
保
険
者
証

・
受
診
券

・
受
診
票
（
左
半
分
に
あ
る
「
問

　

診
項
目
」
は
事
前
に
記
入
し
て

　

く
だ
さ
い
）

・
健
康
手
帳

・
歯
ブ
ラ
シ

■
健
診
内
容

　

問
診
、
口
腔
内
全
体
の
チ
ェ
ッ

ク
、
口
腔
機
能
評
価
な
ど

■
そ
の
他
の
ご
注
意

　

健
診
費
用
は
無
料
で
す
が
、
健

診
に
引
き
続
き
治
療
を
行
う
場
合

は
別
途
治
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合  

　

事
業
課

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
２

後
期
高
齢
者
を
対
象
に

無
料
の
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す

後 期
高 齢

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
な
い
普
通
徴
収
の
人
に
は

８
月
中
旬
に
「
平
成
29
年
度
介
護

保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
各
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
と
納
期
限

第
３
期　

８
月
31
日
木

第
４
期　

10
月
31
日
火

第
５
期　

12
月
25
日
月

第
６
期　

平
成
30
年
２
月
28
日
水

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
市
町
村
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
世
帯

の
負
担
月
額
上
限
が
３
万
７
２
０
０

円
か
ら
４
万
４
４
０
０
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
経
過
措
置
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

心
配
事
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
護
保
険

施
設
を
利
用
し
た
い
、
高
齢
者
向

け
に
住
宅
を
改
修
し
た
い
、
車
イ

ス
を
借
り
た
い
な
ど
疑
問
な
点
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
室
（
本
庁
）　

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

広報いしおか８月１日号　№２８４　　　８　　　　　　　



受
験
手
続

職 

種

採
用
予

定
人
員

受
験
資
格

一般職

１名

１
．
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
8
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

２
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
大
学
卒
業
以
上
（
来
春
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
の
人

2
高
校
卒
業
以
上
で
、
一
般
事
務
に
関
す
る
簿
記
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
、
情
報
処
理
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

3
高
校
卒
業
以
上
で
、
有
資
格
者
の
も
と
で
簿
記
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
、
情
報
処
理
な
ど
の
実
務
経
験
が
平
成
30

年
３
月
末
に
２
年
以
上
と
な
る
人

4
高
校
卒
業
以
上
で
、
一
般
事
務
の
実
務
経
験
が
平
成

30
年
３
月
末
に
４
年
以
上
と
な
る
人

技術職（土木・電気）

１名

１
．
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
8
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

２
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
大
学
で
、
土
木
・
土
木
（
水
道
）、
電
気
の
い
ず
れ

か
に
関
す
る
専
門
課
程
を
履
修
ま
た
は
履
修
予
定
（
来

春
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
の
人

2
高
校
お
よ
び
専
門
学
校
に
お
い
て
、
土
木
ま
た
は
電

気
に
関
す
る
科
目
を
履
修
し
、
そ
の
後
、
土
木
、
電
気

ま
た
は
水
道
事
業
に
関
す
る
実
務
経
験
が
平
成
30
年
３

月
末
に
２
年
以
上
と
な
る
人

3
土
木
ま
た
は
電
気
関
係
以
外
の
大
学
お
よ
び
高
校
を

卒
業
後
、
土
木
、
電
気
お
よ
び
水
道
事
業
に
関
す
る
実

務
経
験
が
平
成
30
年
３
月
末
に
３
年
以
上
と
な
る
人

4
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
以
上
の
資
格
を
有
す
る
人

受付期間　8 月１日火～ 9 月 1 日金
第１次試験 10 月15 日日

会場　グリーンパレス石岡（石岡市茨城３–16–20）

要
項
と
申
込
書 

の
取
得

　

受
験
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 http://w
w

w.kohoku.org/

申
込
方
法
　

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
直
接

持
参
す
る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
便
で
申
し
込
む
際

は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
、
簡
易
書
留
な
ど
の

確
実
な
方
法
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
９
月
１
日
金
消
印
有
効

受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

添
付
書
類
　

①
平
成
29
年
度
湖
北
水
道
企
業
団

企
業
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書

②
上
半
身
写
真
２
枚
（
縦
４
㎝
×

横
３
㎝
）
１
枚
は
「
受
験
申
込
書
」

に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
卒
業
証
明
書
（
最
終
学
歴
）
も

し
く
は
卒
業
見
込
証
明
書

④
修
得
科
目
が
判
断
で
き
る
も
の

（
成
績
証
明
書
等
）

⑤
返
信
用
封
筒
（
縦
23
・
５
㎝
×

横
12
㎝
の
封
筒
（
長
形
３
号
）
に

82
円
切
手
を
貼
付
し
、
返
信
先
を

明
記
す
る
こ
と
）。

⑥
実
務
経
験
が
証
明
で
き
る
書
類

な
ど

※
受
付
期
間
内
に
す
べ
て
の
書
類

が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
、
受
験
手
続

き
は
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
会
場

１
次
試
験　

　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

※
２
次
試
験
は
11
月
下
旬
ご
ろ
、

湖
北
水
道
企
業
団
事
務
所
で
行
い

ま
す
。

　

通
常
業
務
は
、
事
務
系
・
技
術

系
を
問
わ
ず
水
道
事
業
全
般
の
業

務
を
全
職
員
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
職
種
に
関
わ
ら
ず
あ

ら
ゆ
る
部
署
に
配
属
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
事
務
系
・
技
術
系
そ
れ

ぞ
れ
の
み
に
従
事
す
る
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

湖
北
水
道
企
業
団 

総
務
課　
　

〒
３
１
５-

０
０
４
１

石
岡
市
田
島
２-

６-

４

☎
２
４
・
３
２
３
２

職種・採用予定人員・受験資格
※
採
用
予
定
人
員
に
つ
い
て
、
試
験
の
結
果
に
よ
っ
て
は
採
用
人
数
を
増
や
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
受
験
資
格
を
満
た
し
て
い
て
も
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

②
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け

　

る
こ
と
が
無
く
な
る
ま
で
の
人

④
日
本
国
憲
法
、
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

　

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
て
い
る
場
合

ＨＰ

湖北水道企業団企業職員採用試験
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投
票
日
に
予
定
が
…

そ
ん
な
時
は

　期
日
前
投
票
が

と
っ
て
も
便
利
！

期
間
／
８
月
11
日
金
〜
26
日
土

場
所
／

　

・
石
岡
市
役
所
本
庁
舎

　

・
八
郷
総
合
支
所

　

・
石
岡
駅
（
観
光
案
内
所
内
）

　

・
イ
オ
ン
石
岡
店
（
一
階
）

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
イ
オ
ン
石
岡
店
は
午
前
10
時
〜

　

午
後
８
時

▼
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は

　

裏
面
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
本
人
確
認
が
出
来
れ
ば
入
場
券

　が
無
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
す
る
病
院
な
ど
の
施
設
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

左
の
表
に
該
当
す
る
人
は
、
自

宅
か
ら
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
に
必
要

な
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
証
明
書
の
発
行
に
は
、

お
よ
そ
４
日
か
か
り
ま
す
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

障
害
が
複
合
す
る
な
ど
の
要
因
に

よ
り
、
左
の
表
と
障
害
の
程
度
が

同
等
で
あ
る
と
市
長
ま
た
は
知
事

が
証
明
し
た
場
合
は
、
郵
便
等
投

票
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

   茨城県知事選挙の投票日
 ８月27日 日は

不
在
者
投
票

■問い合わせ
　石岡市選挙管理委員会　（市役所 総務課内）
　☎ 23-1111（内線 255）

■
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

身

体

障

害

者

手

帳

障
害
名

障
害
の
程
度

１
級

２
級

３
級

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動

機
能

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸

○

○

免
疫
、
肝
臓

○

○

○

戦
傷
病
者
手
帳

障
害
名

障
害
の
程
度

特
別

項
症

第
１

項
症

第
２

項
症

第
３

項
症

両
下
肢
、
体
幹

○

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
肝
臓

○

○

○

○

介
護
保
険
の

被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分　

５

投票時間は
 午前７時～午後６時

開票速報は市メールマガジンで
もお届け！ぜひご登録ください▶

広報いしおか８月１日号　№２８４　　１０　　　　　　　

期日前投票は
土曜・日曜もやっています！

明日を見つめて
投票しよう！

▼携帯電話用

▼スマホ用



▼
平
成
25
年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選

　

挙
運
動
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
候
補
者
・
政
党
・
有
権
者

　

で
、
そ
れ
ぞ
れ
出
来
る
こ
と
と
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
っ
て
？

インターネットで
選挙運動が出来る人

候補者 政党 有権者

情
報
発
信
方
法

ウェブサイト
◎ ◎ ◎

ＳＮＳ
◎ ◎ ◎

電子メール
△※ △※ ×

有料ネット
広　告

× ◎ ×

ネット選挙
○×早見表

※選挙についてのメール送信を求めた人と、政党のメールマガ
　ジンなどの受信者で選挙運動用メールを「不要」と発信元に
　伝えなかった人に限定

　

平
成
27
年
6
月
に
公
職
選
挙
法

が
改
正
さ
れ
、
年
齢
満
18
歳
以
上

の
人
か
ら
選
挙
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
茨
城
県
知
事
選
挙
の
場

合
、
平
成
11
年
8
月
28
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

も
し
初
め
て
投
票
に
行
く
人
が
周

り
に
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
緒
に

投
票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

選
挙
は
、

　私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
…

　日
本
は
国
民
が
主
権
を
持
つ
民

主
主
義
国
家
で
あ
り
、
選
挙
は
私

た
ち
が
政
治
に
参
加
で
き
る
大
切

な
機
会
で
す
。

　

あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
生
か

す
た
め
、
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
の
仕
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
投
票
っ
て
ど
う
や
る
の
？
面
倒
な
手
続
き
が
あ
る
の
か
な
？
そ
ん
な
こ

　

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
投
票
の
手
続
き
自
体
は
と
て
も
簡
単
で
す
。

　

18
歳
に
な
り
初
め
て
投
票
に
行
く
人
も
、こ
れ
を
読
ん
で
お
け
ば
安
心
。

　

投
票
所
で
の
投
票
の
仕
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

※投票所となる施設のスペースによって、配置は若干異なります。

選
挙
権
は
18
歳
か
ら

投票までの流れ

　　　　　　　１１　　広報いしおか８月１日号　№２８４

皆さんの代表を選ぶ
　　大切な選挙です！

▲今年6月に石岡二高で実施した出前講座にて

選挙出前講座
　やっぱ選挙でしょ！
　　行こうよ、投票！

石岡市選挙管理委員会では、多
くの市民の皆さんに選挙を身近
なものとして感じ、関心を高め
てもらうため、「出前講座」を行っ
ています。お気軽にお申し込み
ください。



統
計
調
査
っ
て
？

▼
国
勢
調
査
も
含
め「
統
計
調
査
」

と
は
、
一
定
の
条
件
下
で
定
め
た

集
団
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
を
集

計
し
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
こ
と

で
す
。

　

普
段
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
「
景

気
動
向
指
数
が
回
復
し
て
い
ま

す
」「
平
均
寿
命
が
延
び
て
い
ま

す
」
と
い
う
話
題
を
耳
に
し
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、

各
種
統
計
調
査
の
デ
ー
タ
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活

の
色
々
な
場
面
で
統
計
調
査
の

デ
ー
タ
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
国
勢
調
査
か
ら

▼
平
成
27
年
10
月
１
日
を
基
準
日

に
実
施
し
た
国
勢
調
査
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

国
勢
調
査
は
、
総
務
大
臣
が
指

定
す
る
、
特
に
重
要
な
統
計
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
主
に

人
口
・
世
帯
の
実
態
を
把
握
す
る

国
勢
調
査
か
ら
わ
か
る
石
岡
市

統
計
調
査

た
め
、
５
年
に
一
度
調
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

情
報
は
多
岐
に
わ
た
り
、
地
域
の

「
未
婚
率
」
な
ど
も
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
報
を
分
析
し
、
少

子
高
齢
化
対
策
を
検
討
す
る
な

ど
、
国
や
市
町
村
の
政
治
・
行
政

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
間
企
業
に
お
け
る
市
場
分
析
や

大
学
な
ど
研
究
機
関
で
も
活
用
さ

れ
、
間
接
的
に
国
民
生
活
に
還
元

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
調
査
結
果
は
総
務
省
統
計
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
み
る

石
岡
市
の
現
状

▼
石
岡
市
の
人
口
は
、
国
勢
調
査

が
始
ま
っ
た
大
正
９
年
10
月
で
、
約

４
万
７
千
人
で
し
た
。そ
の
後
は
、

平
成
７
年
の
約
８
万
３
千
人
を

ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、
平
成

27
年
に
は
約
７
万
６
千
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
※
表
１
参
照
。
平
成

17
年
以
前
は
旧
市
町
の
人
口
を
合

算
し
た
数
値
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大
正
９
年

昭
和
15
年

昭
和
22
年

大
正
14
年

昭
和
５
年

昭
和
10
年

昭
和
25
年

昭
和
45
年

昭
和
50
年

昭
和
30
年

昭
和
35
年

昭
和
40
年

平
成
２
年

平
成
７
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

平
成
22
年

平
成
27
年

平
成
12
年

平
成
17
年

50,000

60,000

70,000

80,000

単位（人）
90,000

表１：石岡市の人口の推移

46,587

76,020

83,398

40,000

▼
次
に
こ
こ
20
年
の
人
口
と
世
帯

数
の
推
移
を
見
る
と
、
人
口
減
少

に
反
し
て
、
世
帯
数
は
増
加
し
て

い
ま
す
。（
表
２
参
照
）
こ
れ
は
、

一
世
帯
あ
た
り
の
人
員
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
多

世
代
の
大
家
族
で
暮
ら
す
昔
な
が

ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
核

家
族
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
増
え

て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

平
成
７
年

平
成
22
年

平
成
27
年

平
成
12
年

平
成
17
年

単位（人）
90,000

50,000

70,000

83,398 83,119 81,887
79,687

79,020

24,031 24,977 25,865
27,094 27,288

表２：石岡市の人口と世帯数の推移 単位（世帯）
40,000

20,000

30,000

10,00030,000

国
勢
調
査
デ
ー
タ
の
活
用

▼
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
は
、
様
々

な
分
野
で
活
用
で
き
ま
す
。
市
の

計
画
策
定
に
も
活
用
し
て
お
り
、

統
計
調
査
は
生
活
と
密
接
に
関
係

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
が
調

査
対
象
と
な
ら
れ
た
と
き
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
２
６
）

国
勢
調
査
の
豆
知
識

　国
勢
調
査
は
、
５
年
毎
に
実

施
し
ま
す
が
、
西
暦
の
末
尾
が

「
０
」
の
年
と
「
５
」
の
年
に
行

わ
れ
ま
す
。
前
回
は
、
２
０
１
５

年
で
し
た
の
で
、
次
回
の
調
査
は

２
０
２
０
年
に
な
り
ま
す
。

人口

世帯数



自
ら
モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和
国
大
使
館

を
訪
れ
た
り
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
特
命

全
権
大
使
が
市
に
視
察
に
訪
れ
た

り
と
、活
発
に
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
９
日
に
は
、
石
岡
運

動
公
園
の
体
育
館
や
陸
上
競
技
場

を
視
察
さ
れ
、
石
岡
中
学
校
の
部

活
見
学
時
に
は
、
中
学
生
と
一
緒

に
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

問
政
策
企
画
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
２
３
）

授
与
対
象

〇
旭
日
章（
き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功

　

労
の
あ
っ
た
方
で
、
功
績
の
内

　

容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績
を

　

挙
げ
た
方

〇
瑞
宝
章
（
ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　

国
家
ま
た
は
、
公
共
に
対
し
功

　

労
の
あ
っ
た
方
で
、
公
務
等
に

　

長
年
に
わ
た
り
従
事
し
、
成
績

　

を
挙
げ
た
方

〇
緑
綬
褒
章

　
（
り
ょ
く
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
奉
仕
す

　

る
活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

　

に
従
事
し
、
顕
著
な
実
績
を
挙

　

げ
た
方

■
春
の
叙
勲
■

旭日双光章
磯部 延久

（元市議会議員）

瑞宝単光章
橋口 利廣

（元准空尉）

瑞宝双光章
鈴木 德松

（元石岡市消防監）

■
春
の
褒
章
■

緑綬褒章
井坂 日出代

（社会福祉施設等奉仕者）

瑞宝双光章
遠藤 良雄

（元関川小学校長）

■
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
■

■
高
齢
者
叙
勲
■

　

石
岡
市
か
ら
次
の
方
々
が
永
年

の
功
績
に
よ
り
晴
れ
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。 （
順
不
同
・
敬
称
略
）

叙 
勲

褒 
章

　
　
　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
活
動

石        

岡
市
で
は
、
２
０
２
０
年
に

開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
し
、

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
へ
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
事
前
キ
ャ
ン
プ
っ
て
？

　

各
国
の
選
手
が
、
時
差
や
気
候

に
慣
れ
る
た
め
、
ま
た
本
番
で
最

高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す

る
た
め
に
行
う
、大
会
前
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
の
こ
と
で
す
。

誘
致
で
き
た
ら
ど
ん
な
効
果
が
？

　

キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
る
自
治

体
に
と
っ
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
つ
な
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
異

文
化
交
流
や
、
地
域
Ｐ
Ｒ
な
ど
多

く
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
一
流
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
近
く
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
と
な

い
機
会
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
取
組
み
を
し
て
い
る
の
？

　

モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和
国
に
対
し
誘

致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
長

▲シャリーフ大使と石岡中の生徒

　

受
章
者
の
皆
さ
ま
の
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　　　　　　　１３　　広報いしおか８月１日号　№２８４



市役所への問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

イ

ベ

ン

ト

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
納
涼
大
会

▼
部
外
団
体
等
イ
ベ
ン
ト
・
模
擬

売
店
・
盆
踊
り
・
打
ち
上
げ
花
火

（
約
２
０
０
発
）
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

日
時
／
８
月
８
日
火

　
　
　

午
後
５
時
～
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
９
日
水
に
順
延

場
所
／
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

　

飛
行
場
地
区
（
阿
見
町
阿
見
原
）

※
駐
車
場
有
（
台
数
制
限
あ
り
）

問
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

　

広
報
班

　

☎
０
２
９
・
８
４
２
・
１
２
１
１

　
（
内
線
２
２
１
８
）

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

夏
ま
つ
り
２
０
１
７

▼
霞
ヶ
浦
水
質
強
化
月
間
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
夏
ま
つ
り

２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
26
日
土

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
／
県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン

　

タ
ー
（
土
浦
市
沖
宿
町
）

内
容
／

・
体
験
学
習 

（
お
も
し
ろ
科
学
実

　

験
教
室
な
ど
）

・
環
境
保
全
団
体
等
に
よ
る
展
示

・
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
物
産
品
の
販

　

売
な
ど

参
加
費
／
無
料

※
土
浦
駅
、
お
お
つ
野
団
地
内
の

臨
時
駐
車
場
よ
り
無
料
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
臨
時
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

環
境
活
動
推
進
課

　

☎
０
２
９
・
８
２
８
・
０
９
６
１

第
25
回
市
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
の
体
力
増
進
と
自

立
を
目
指
し
、
同
時
に
地
域
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
調
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
バ
ザ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
７
日
土

　

午
前
９
時
30
分
か
ら（
雨
天
決
行
）

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

対
象
／
市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳

　

を
お
持
ち
の
人
な
ど

申
込
締
切
／
８
月
25
日
金
ま
で

問
1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
７
）

親
子
す
こ
や
か

宿
泊
研
修
事
業

▼
県
内
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

と
お
子
さ
ん
が
、
交
流
体
験
出
来

る
宿
泊
研
修
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
16
日
土
午
後
２
時

～
17
日
日
午
後
１
時

場
所
／
県
立
児
童
セ
ン
タ
ー
こ
ど

　

も
の
城
（
大
洗
町
磯
浜
町
）

　

※
現
地
集
合
・
解
散

対
象
／
母
子
家
庭
の
親
子
（
子
は

　

年
長
児
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
）

定
員
／
80
人
（
定
員
を
超
え
た
場

　

合
は
市
町
村
会
長
の
推
薦
）

参
加
費
／
１
世
帯
５
０
０
円

申
込
方
法
／
８
月
18
日
金
ま
で
に

　

電
話
申
し
込
み

問
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
８
４
９
７

市内の月間交通事故件数【6/30 現在】
・発生件数　　　27 件　（  +7）
・死 者 数　　　0 人　（    0）
・負傷者数　　    29 人　（  +3）
・物損事故　　 141 件   （  +1）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

お

知

ら

せ

広報いしおか８月１日号　№２８４　　１４　　　　　　　
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石
岡
平
和
の
会
主
催
事
業

1
平
和
を
求
め
る
写
真
展

内
容
／
沖
縄
地
上
戦
、
原
爆
と
人

　

間
（
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
）

期
間
／
８
月
６
日
日
～
15
日
火

場
所
／
中
央
公
民
館

2
平
和
の
鐘
つ
き

▼
平
和
へ
の
想
い
と
願
い
を
込
め

　

て
鐘
を
つ
き
ま
す
。

日
時
／
８
月
15
日
火

　

午
前
11
時
40
分
か
ら

場
所
／
万
福
寺
（
茨
城
）

問
石
岡
平
和
の
会
（
山
口
）

　

☎
０
９
０
・１
８
８
６
・０
９
３
１

茨
城
郷
土
部
隊
の

戦
時
史
料
展

▼
茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会
で

は
、
戦
争
に
関
す
る
貴
重
な
史
料

の
散
逸
を
防
ぐ
と
と
も
に
、収
集
・

保
存
や
展
示
す
る
こ
と
で
、
後
世

に
継
承
し
、
戦
争
の
惨
禍
と
平
和

の
尊
さ
を
考
え
る
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
今
回
、
次
の
と
お
り
戦

時
史
料
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
９
日
水
～ 

13
日
日

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

　

※
祝
土
日
は
午
後
５
時
ま
で

場
所
／
県
立
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
内
容
／

・
水
戸
第
二
連
隊
の
ペ
リ
リ
ュ
ー

　

島
で
の
戦
い

・「
風
船
爆
弾
」
に
関
す
る
史
料

・「
戦
艦
大
和
の
最
後
」

　

※
模
型
あ
り

問
茨
城
郷
土
部
隊
史
料
保
存
会

　
（
神
谷
）

　

☎
０
２
９
・
２
９
６
・
０
９
２
８

　警察官採用試験（第２回）

▶地域のパトロール、犯罪の捜査な
ど、県民、市民の安全・安心を守る
仕事です。
■受験資格
　昭和 59 年 4 月 2 日以降に生まれ
た人で、一定の条件があります。
※詳細はお問い合わせください。
■受付期間
①郵送・持参
７月３日月～８月 29 日火（消印有効）
②インターネット（電子申請）
７月３日月～８月 28 日月（受信有効）
■試験日（第 1 次）　９月 17 日日
※申込書は期間中最寄りの警察署
または交番で配布しています。また、
採用説明会を随時行っています。
問 石岡警察署警務課　☎ 28-0110

石
岡
地
区
の
皆
さ
ん
へ

　

御
霊
送
り
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

お
盆
の
供
物
は
、
８
月
16
日
水

午
前
８
時
ま
で
に
最
寄
り
の
指
定

場
所
に
送
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
な
お
、
指
定
収
集
日
に
一
般

集
積
所
に
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
指
定
場
所
に
は
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
必
ず
指
定
さ
れ
た
所

に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
酒
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
入
っ
た

缶
・
ビ
ン
類
、
ち
ょ
う
ち
ん
や
祭

壇
類
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
お
線
香
は
火
災
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
立
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
1
生
活
環
境
課（
内
線
１
４
６
）

■東地区公民館
　駐車場

東地区
公民館

至市内 至小川
国道 355 号

市営住宅
公民館
駐車場

カスミ FOOD OFF
ストッカー石岡東店

■宮部地区ふれあ
　い農園駐車場

獅子頭

ふれあい
農園

至
工
業
団
地

文

府中地区
公民館

石岡二高

病院
星の宮通り

若松郵便局

至
笠
間

至
市
内

■府中地区公民館

船溜り
高
浜
公
民
館

恋瀬川堤防

■高浜船溜り前

不動尊

泉町通り

■府中三丁目６番
　月極駐車場

市営駅東
駐車場

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

山
王
川

■駅東第二公園

染
谷
通
り

宝
持
院

■染谷宝持院入口

セイブ
若松店

駐車場

至
柿
岡

至
市
内

■セイブ若松店
　駐車場

駅
東
第
二

公
園

至志筑

国道 355 号

常磐道
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市役所への
　　　問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

自
己
用
住
宅
を

建
築
す
る
人
へ

1
木
の
住
ま
い
助
成
事
業

▼
市
民
ま
た
は
市
外
か
ら
の
転
入

者
が
木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）
を

建
築
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

条
件
／
市
内
に
本
店
の
あ
る
設
計
事

　

務
所
へ
の
設
計
監
理
依
頼
・
市
内

　

に
本
店
の
あ
る
工
務
店
へ
の
施
工

　

依
頼
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
す

　

場
合

補
助
額
／
住
宅
建
築
費
用
の
10
％

　

以
内
で
50
万
円
が
限
度

2
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業

▼
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
自
己
用

住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
／
市
外
在
住
１
年
以
上
で
、

こ
れ
か
ら
転
入
ま
た
は
転
入
し
て

２
年
を
経
過
し
な
い
こ
と
。
申
請

者
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上
45
歳
以

下
で
あ
る
こ
と
な
ど
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合

補
助
額
／
住
宅
建
築
費
用
の
10
％

　

以
内
で
30
万
円
が
限
度

1
・
2
共
通
事
項

・
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
に
建
築
す

　

る
場
合
は
補
助
額
が
10
万
円
上

　

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

・
す
で
に
工
事
に
着
手
し
て
い
る
場

　

合
や
建
売
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

・
補
助
対
象
の
条
件
な
ど
、
詳
細

　

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
平
成
30
年
１
月
31
日
水

問
1
建
築
住
宅
指
導
課

　
　
（
内
線
４
２
２
）

不
用
品
か
ら
金
メ
ダ
ル
を
！

使
用
済
み
携
帯
・
ス
マ
ホ

を
集
め
て
い
ま
す

▼
（
公
財
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織

委
員
会
が
主
催
す
る
「
都
市
鉱
山

か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
が
今
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
使
用

済
小
型
家
電
を
回
収
し
、
そ
こ
か

ら
抽
出
さ
れ
る
金
属
を
用
い
て
、

入
賞
メ
ダ
ル
を
製
作
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

表
明
し
「
携
帯
電
話
専
用
・
小
型

簡
易
型
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協

力
を
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
／

・
市
役
所
本
館
１
階 

生
活
環
境
課

・
支
所
３
階 

総
務
課

注
意
事
項
／

・
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
た
小
型

　

家
電
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

・
個
人
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
は
削

　

除
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
取
り
外

　

し
て
か
ら
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入

　

れ
て
く
だ
さ
い
。

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
Ｉ
Ｔ
に
興
味
の
あ
る
人
、
技
術

を
身
に
着
け
た
い
と
考
え
て
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
／
８
月
25
日
金

場
所
／
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

対
象
／
Ｉ
Ｔ
に
関
心
の
あ
る
高
校

　

生
お
よ
び
保
護
者

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

申
込
締
切
／
８
月
24
日
木

問
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　

☎
０
２
９
・
２
６
９
・
５
５
０
０

平
成
29
年
度
排
水
設
備

主
任
技
術
者
試
験
・
講
習
会

▼
受
講
す
る
に
は
、
住
民
票
や
卒

業
証
明
書
、
受
講
手
数
料
な
ど
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時
／
10
月
23
日
⺼

　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

講
習
会
日
時
／
９
月
28
日
木

　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

申
込
締
切
／
８
月
16
日
水

問
2
下
水
道
課
（
内
線
１
２
２
５
）

無
料
結
婚
相
談
会

日
時
／
８
月
27
日
日

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
東
地
区
公
民
館

持
参
す
る
も
の
／

　

身
上
書
・
写
真
（
Ｌ
版
１
枚
）

※
予
約
不
要
。
直
接
ご
来
場
く
だ

　

さ
い
。

問
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡

　

地
域
支
部
（
大
内
）

　

☎
２
３
・
３
８
２
９

情報ネットワーク

お

知

ら

せ

▲回収ボックス
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「
司
法
書
士
の
日
」

記
念
事
業 

無
料
相
談
会

日
時
／
８
月
３
日
木

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
／
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

内
容
／
相
続
、
贈
与
、
会
社
お
よ

び
関
連
す
る
不
動
産
・
法
人
登
記

の
相
談
や
裁
判
、
借
金
、
日
常
の

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
事
前
に
各
司
法
書
士
事
務
所
へ

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

費
用
／
無
料

問
茨
城
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
０
１
１
１

９
月
10
日
は

　
「
下
水
道
の
日
」
で
す

▼
「
下
水
道
の
日
」
は
、
昭
和
36

年
に
、
当
時
整
備
の
遅
れ
て
い
た

下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
促
進
を

目
的
と
し
て
「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

　

９
月
10
日
と
な
っ
た
の
は
、
下

水
道
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
あ

る
「
浸
水
の
防
除
」
を
念
頭
に
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
２
２
０
日

（
立
春
か
ら
数
え
て
）
が
適
当
で

あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
そ
の
後
、
平
成
13
年
に
、

よ
り
親
し
み
の
あ
る
「
下
水
道
の

日
」と
い
う
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
の
役
割
と
は
？

　

お
風
呂
や
ト
イ
レ
な
ど
家
庭
か

ら
出
る
汚
水
を
集
め
て
浄
化
し
、

自
然
に
か
え
す
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

▼
下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
市
内
の
小
中
学
生
を

対
象
に
、「
平
成
29
年
度
下
水
道

促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
（
茨
城
県

主
催
）」
へ
の
応
募
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
部
門
／
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部

　

門
、
作
文
部
門
、
書
道
部
門
、

　

新
聞
部
門
、
標
語
部
門

応
募
方
法
／
市
内
各
小
中
学
校
を

　

通
じ
て
募
集

※
応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
作

　

品
は
、
八
郷
総
合
支
所
１
階
市

　

民
ラ
ウ
ン
ジ
に
10
月
中
旬
ご
ろ

　

展
示
す
る
予
定
で
す
。

問
2
下
水
道
課（
内
線
１
２
２
５
）

■■■県南エリアのイベント情報
　　　魅力を見つけに出かけよう！

 2017 いなしき夏まつり花火大会

▶昼は郷土芸能のステージイベントや特産品
　の模擬店。夜は花火大会を中心に開催され
　ます。花火大会は県内有数の打ち上げ数を
　誇り、なかでも「これぞ！
　日本一のスターマイン」
　は圧巻で、稲敷の夜空を
　飾り観客の皆さんを魅了
　します。
 日時／ 8 月 19 日土
　 正午～午後 9 時（花火大会は午後 7 時～）
 場所／江戸崎総合運動公園（稲敷市荒沼 3-1）

 問稲敷市　商工観光課　☎ 029-892-2000

稲敷市　8 月 19 日土　

■無料上映会
 夢のキセキ～里山の少女
　　　からもらった一粒の光～
▶城里町・大洗町など、
　県内を舞台に、若者の
　悩み・家族や友人との
　絆を描いた、中高生に
　ぜひ見てもらいたい映
　画です。
※上映後、監督・出演者
　による舞台挨拶あり
 日時／ 8 月 13 日日
　開場／午後 2 時
　上映／ 2 時 30 分
 場所／ふれあいの里
　石岡ひまわりの館
問映画「夢のキセキ」
　製作委員会
　☎ 42‐2114（仲丸）
　 yumekiseki@yahoo.co.jp

石岡市議会  議会報告会を開催
1 ８月７日月　午後７時から
　八郷総合支所１階
　101 ～ 103 会議室
2 ８月８日火　午後７時から
　石岡市民会館エントランスホール
問 2 議会事務局（内線 1422）
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市
長
日
記
vol.39

７
月
８
日
（
土
） 

根
底
を
見
つ
め

根
底
か
ら
改
善
す
る 

　

水
戸
三
の
丸
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー

を
歩
き
な
が
ら
、
数
日
前
に
訪
れ

た
八は

ち
の
へ戸
市
で
聞
い
た
言
葉
を
思
い

出
し
て
い
ま
し
た
。「
中
心
街
の

町
名
は
、
表
通
り
と
そ
の
裏
通
り

で
、
八よ

う
か日
町
と
朔つ
い
た
ち日
町
の
よ
う
に

足
し
て
９
に
な
る
ん
で
す
。
一
桁

の
日
に
、
そ
こ
に
市
が
た
っ
た
ん

で
す
ね
」
教
え
て
く
れ
た
の
は
、

雪
国
文
化
研
究
室
の
月
舘
先
生
で

し
た
。
さ
ら
に
先
生
は
、「
青
森

に
は
、
八
戸
市
と
三さ

ん
の
へ戸

町
、
五ご
の
へ戸

町
、
六ろ

く
の
へ戸
町
、
七し
ち
の
へ戸
町
が
あ
り
、

隣
接
す
る
岩
手
に
は
一い

ち
の
へ戸
町
と

二に
の
へ戸
市
、
九く
の
へ戸
村
が
あ
り
ま
す
。

戸
と
は
、
南
部
氏
が
馬
の
管
理
に

設
け
た
行
政
組
織
で
す
」
と
地
名

の
起
源
に
ま
で
触
れ
ま
し
た
。 

　

八
戸
市
を
訪
れ
、
こ
の
地
の
広

域
水
道
が
県
を
越
え
て
広
域
連
携

に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
知

り
、
不
思
議
に
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
南
部
氏
の
歴
史
的
背
景
が
分

か
る
に
つ
れ
、
こ
の
地
域
に
と
っ

て
は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

や
は
り
物
事
は
、
表
層
だ
け
で

は
本
質
を
捉
え
き
れ
な
い
の
で

し
ょ
う
。
根
底
を
見
つ
め
る
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。 

　

さ
て
、
ホ
テ
ル
の
上
階
に
上
が

る
と
、
そ
こ
は
茨
城
大
学
人
文
学

部
50
周
年
記
念
の
祝
賀
会
場
で
し

た
。
石
岡
市
と
茨
城
大
学
人
文
学

部
と
は
、
４
年
前
か
ら
地
域
連
携

に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
大
学
院

に
も
職
員
が
内
地
留
学
中
で
す
。

　

さ
ら
に
様
々
な
分
野
で
大
学
の

支
援
を
受
け
、
筑
波
大
や
法
政
大

と
も
共
に
手
を
結
び
、
良
好
な
関

係
に
あ
り
ま
す
。

　
「
半
世
紀
を
迎
え
る
人
文
学
部

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
そ
の
人

文
学
部
の
教
授
の
一
人
と
、
忘
れ

ら
れ
な
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
人
と
は
、
帯た

て
わ
き刀
治い
さ
お
名

誉
教
授
で
す
」来
賓
祝
辞
の
中
で
、

私
は
早
々
に
切
り
出
し
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。 

　

昭
和
51
年
、
石
岡
市
の
職
員
と

な
っ
た
私
は
、
県
の
研
修
セ
ン

タ
ー
で
１
週
間
ほ
ど
集
中
研
修
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
講
義
の
中
で
、
帯
刀
先
生
は

農
山
村
の
嫁
不
足
政
策
に
つ
い

て
、
バ
ッ
サ
リ
と
切
り
捨
て
ま
し

た
。「
結
婚
を
成
立
さ
せ
た
仲
人

さ
ん
に
、
謝
礼
金
10
万
円
を
交
付

す
る
な
ん
て
政
策
は
、
物
事
の
本

質
を
理
解
し
て
い
な
い
。
農
山
村

の
課
題
を
何
一
つ
解
決
し
て
い
な

い
じ
ゃ
な
い
か
。
農
家
に
嫁
が
来

な
い
な
ら
、
そ
の
問
題
の
根
底
を

探
っ
て
、
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決

す
る
こ
と
で
す
。
収
入
の
こ
と
、

暮
ら
し
の
環
境
の
こ
と
な
ど
、
そ

れ
ら
を
直
視
し
て
、
根
底
か
ら
改

善
す
る
の
で
す
」
そ
の
力
強
い
語

り
口
に
、私
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

何
よ
り
、
論
旨
が
本
質
を
つ
い
て

い
た
の
で
す
。 

　
「
根
底
か
ら
改
善
」
の
一
言
に

強
い
感
銘
を
受
け
、
今
日
ま
で
そ

の
教
え
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
、

と
ま
と
め
る
と
、
中
程
の
席
に
い

た
帯
刀
先
生
は
、
小
さ
く
頷
き
ま

し
た
。「
私
も
新
任
職
員
の
講
師

を
や
っ
て
き
た
け
ど
、
帯
刀
先
生

の
よ
う
な
影
響
力
を
持
ち
た
い

わ
！
」
と
女
性
教
授
が
言
う
と
、

テ
ー
ブ
ル
周
辺
は
和
や
か
な
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

文　

今
泉 

文
彦 
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とき／６月 28日　　参加者／ 16 人
▶この団体で開催されるのは２回目です。平成 23年の東日本大震災　
　当時を振り返り、今後に備えた活発な提言が出されました。
皆さんから出された意見
◆水に関すること
・井戸水が使えたため、周囲の方にも喜ば
　れた。日頃のコミュニケーションも大　
　切である。
◆電気に関すること
・信号機が使えず、特に交差点では渋滞　
　の原因の一つであった。
◆その他
・市民の意識付けのためにも、防災訓練の案内や当日の様子などを市報
　等に掲載して欲しい。また、地域ごとでの訓練も必要である。
・ 避難所開設に市民も協力してもらってはどうか。

\ 市長と話そう /

タウン
ミーティング
タウンミーティングとは、
市長自らが地域や団体の皆
さんのもとに出向き、より
良いまちづくりのためにお
話を伺う制度です。

■申し込み・問い合わせ
　秘書広聴課
　☎ 23-1111（内線 212）

テーマ「地域のつながりと防災」について話しました
団体　石岡市更正保護女性の会の皆さん



戦
争
の
記
憶

　

東
京
大
空
襲

　写
真
展

日
時
／
８
月
12
日
土
〜
18
日
金

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
「
沖
縄
戦
」

日
時
／
８
月
16
日
水
午
後
２
時
か
ら

パ
ス
テ
ル
画
展
・
体
験
教
室

日
時
／
８
月
25
日
金
〜
27
日
日

　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

講
師
／
富
永 

淳
子
先
生

参
加
費
／
５
０
０
円

※
体
験
教
室
は
予
約
不
要
。
画
材

　

は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

まちかど情報センターニュース

８月のコミュニティ

開館時間 ／午前 10時～午後８時
休館日／木曜日
※駐車場は、まちかど情報センター
向かい側で、土橋通りにも臨時駐車場があります。
問い合わせ　☎ 27-5171

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で

　
　
　
　
　
　脳
活
Ｏ
Ｋ

日
時
／
８
月
18
日
金

　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時 

　

〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室　
　
　
　
　
　

　

８
月
26
日
土

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　

８
月
５
日
・
19
日
土

　

午
後
１
時
か
ら

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど

　

を
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

　

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち

　

か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品

　

の
販
売
。出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
２
日
）

まちかどバザール
今月サンド市は 19 日。

新鮮野菜を持って
行くよー！

▶歴史をテーマに自由に話しましょう！
（参加自由・予約不要）
日時／８月 14・28日月　　　　　　
　　　午後１時～ 4時

歴まちフリーカフェ

サ ン ド 市

　
「
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
〜
キ
ミ
は

こ
の
ま
ち
に
恋
を
す
る
〜
市

民
討
議
会
２
０
１
７
」
と
題

し
て
（
一
社
）
石
岡
青
年
会

議
所
と
石
岡
市
は
、
協
働
で

市
民
討
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

７
月
中
旬
、
若
い
世
代

２
０
０
０
人
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
し
た
。
当
日
は
、テ
ー

マ
を
も
と
に
色
々
な
意
見
を

出
し
合
い
ま
す
。
特
別
な
知

識
は
不
要
。
若
者
な
ら
で
は

の
意
見
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

案
内
状
が
届
い
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
友
達
と

一
緒
に
参
加
も
可
能
で
す
。

パソコン教室 ギャラリー

若者の、若者による、若者のためのしゃべくり場

日
時
／
８
月
27
日
日

　午
前
９
時
〜
午
後
１
時
40
分

場
所
／
朝
日
里
山
学
校

　（石
岡
市
柴
内
６
３
０
）

募
集
人
数
／
35
人
程
度

※
バ
ス
で
の
送
迎
有

第
１
テ
ー
マ
／
あ
な
た
が
刺
さ

る
！
「
い
し
お
か
ス
タ
ン
プ
っ

て
？
」

第
２
テ
ー
マ
／
「
石
岡
市
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
に
な
る
？
」

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
４
０
）

市民討議会とは？
幅広い意見を聞くために、住民基本台帳
から無作為抽出された住民に案内状を送
付。その中から参加できる人に集まって
もらい、意見を出しやすい５~6 人のグ
ループにわかれ行う話し合いの場です。

　　　　　　　１９　　広報いしおか８月１日号　№２８４

8 月 27 日に石岡市市民討議会 2017 を開催します

恐
怖
の
お
化
け
屋
敷

日
時
／
８
月
６
日
日
ま
で

　

午
後
２
時
〜
５
時

夏休みプロジェクト



小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時
／
８
月
19
日
・
10
月
28
日
・

12
月
２
日

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

　

※
雨
天
中
止
あ
り

場
所
／
柏
原
サ
ッ
カ
ー
公
園
（
柏

原
３
番
地
）

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
い
し
お
か
（
石
岡
ア
セ

ン
ブ
ル
Ｆ
Ｃ
飯
田
秀
正
）

参
加
費
／
１
回
５
０
０
円

持
ち
物
／
着
替
え
・
飲
み
物
（
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
等
）
運
動
靴
・
動
き

や
す
い
服

※
各
回
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

問
石
岡
市
柏
原
運
動
施
設

☎
２
３
・
８
１
５
８

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

４
月
13
日
、
５
月
16
日
・
鹿
の
子

健
康
広
場

優
勝
／
栄
松
チ
ー
ム

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

５
月
31
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
こ
い
せ
チ
ー
ム

春
季
ク
ラ
ス
別

　

        

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

５
月
28
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
子
複
Ａ

優
勝
／
阿
部
知
弘
・
仲
居
稜

男
子
複
Ｂ

優
勝
／
岡
本
歩
日
野
・
笹
川
大
輔

男
子
複
Ｃ

優
勝
／
岡
野
正
行
・
今
泉
拓
也

女
子
複
Ｂ

優
勝
／
猪
俣
笙
子
・
横
山
美
咲

第
20
回
石
岡
市
長
杯

　
　

   

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

６
月
３
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

女
子
優
勝
／
フ
ラ
ワ
ー
ズ

石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
主
催

第
21
回
石
岡
市
長
杯

   

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
７
日
・
柏
原
池
公
園
タ
ー

ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
・
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場

男
子
優
勝
／
矢
島
三
郎

女
子
優
勝
／
佐
藤
和
子

第
６
回
石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協

会
長
杯
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
８
日
・
石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

シ
ニ
ア
男
子
の
部

優
勝
／
本
多
幸
雄

ゴ
ー
ル
ド
男
子
の
部

優
勝
／
松
浦
秀
雄

女
子
の
部

優
勝
／
竹
内
勝
子

第
６
回
石
岡
市
議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
９
日
・
石
岡
運
動
公
園
多
目

的
広
場

男
子
優
勝
／
井
坂
光
男
（
柏
原
ク

ラ
ブ
）

女
子
優
勝
／
谷
芳
枝（
守
横
ク
ラ
ブ
）

第
23
回
石
岡
市
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

６
月
11
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

種
目
Ａ
優
勝
／
大
﨑
律
子
・
稲
毛

幸
子
（
岩
間
）

種
目
Ｂ
優
勝
／
鈴
木
利
江
・
江
川

ひ
と
み
（
阿
見
シ
ャ
ト
ル
ズ
）

種
目
Ｄ
優
勝
／
坂
本
ゆ
か
り
・
大

山
あ
け
み
（
小
美
玉
連
盟
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

サ
ッ
カ
ー
大
会

６
月
10
日
・
石
岡
運
動
公
園
陸
上

競
技
場

４
年
生
の
部
優
勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

５
年
生
の
部
優
勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

６
年
生
の
部
優
勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

剣
道
大
会

６
月
18
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

団
体
の
部
優
勝
／
府
中
剣
友
会
Ａ

３
年
生
以
下
の
部
優
勝
／
井
上
隼

弥
（
園
部
剣
友
）

４
年
生
の
部
優
勝
／
山
下
梅
冬

（
府
中
剣
友
会
）

５
年
生
の
部
優
勝
／
窪
田
陽
斗

（
府
中
剣
友
会
）

６
年
生
の
部
優
勝
／
井
上
樹
愛
良

（
石
岡
東
剣
友
会
）

初
心
者
弓
道
教
室

▼
弓
道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
経
験
者
も
歓
迎
。

日
時
／
８
月
25
日
～
10
月
６
日
・

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
毎

週
火
・
金
曜
日
・
全
13
回
）

場
所
／
芹
澤
記
念
弓
道
場
（
総
社

２-

４-

３
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

定
員
／
10
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
２
０
０
０
円
（
保
険
代

含
む
）

申
込
方
法
／
８
月
１
日
～
８
日
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み

※
受
付
時
間
は
午
後
１
時
～
４
時

ま
で

問
石
岡
弓
道
会
（
稲
葉
）

☎
０
９
０
・
５
５
８
４
・
７
６
２
８

スポーツ情報

結　

果

\ 参加者募集 /

広報いしおか８月１日号　№２８４　　２０　　　　　　　



健康ガイド

８
月
29
日
か
ら

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　
　
　

   
申
し
込
み
開
始

・
検
診
項
目
・
個
人
負
担
金

・
子
宮
が
ん
検
診
（
20
歳
以
上
）

　

１
５
４
０
円

・
乳
が
ん
超
音
波
検
診（
30
～
65
歳
）

　

１
０
２
０
円

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
40
～
49
歳
）

　

１
５
４
０
円

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
50
歳
以
上
）

　

１
０
２
０
円

申
込
開
始
日
／
８
月
29
日
火

申
込
方
法
／
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

窓
口
で
申
し
込
み

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
で
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

検
診
会
場
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
／
子
宮
が
ん
90
人
・
乳
が
ん

超
音
波
65
人
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

70
人
（
一
日
あ
た
り
）

※
医
療
機
関
で
の
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
診
券

を
発
行
し
ま
す
。

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

健診日／
９月 25 日月・26 日火・28 日木・29 日金・
30 日土
10 月 18 日水 19 日木 20 日金 21 日土
受付時間／午前 10 時～ 10 時 30 分（乳
がん検診のみ実施）
午後 12 時 20 分～ 1 時 10 分（乳がん・
子宮がん検診）

夏
休
み
に
受
け
よ
う
！

　
　
　
　
　

   

予
防
接
種

▼
対
象
者
に
は
４
月
上
旬
に
必
要

書
類
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
指
定

医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
個
別
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
６
年
生
対
象

二
種
混
合
予
防
接
種

接
種
時
期
／
11
歳
以
上
13
歳
に
な

る
前
日
ま
で
（
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
の
接
種
を
推
奨
）

年
長
児
対
象
・
２
期

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

▼
幼
児
期
に
受
け
た
麻
し
ん
・
風

し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
接
種
し
、

免
疫
を
補
強
し
病
気
を
予
防
す
る

た
め
の
大
事
な
予
防
接
種
で
す
。

対
象
／
平
成
30
年
４
月
に
小
学
校

入
学
の
人　

接
種
期
限
／
平
成
30
年
３
月
31
日

※
時
期
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
費

（
１
万
円
程
度
）
に
な
り
ま
す
。

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

こどものために、
　　　　　自分のために

こころといのちの電話相談
　専門の相談員が相談に応じます。
　毎月第２火曜日　午前９時～ 12 時・
　午後１時～４時　☎ 43-6655

こころ、大丈夫ですか？
　「こころの体温計」は携帯電話やパソ
コンを利用してストレスをチェックでき
るシステム。個人情報の入力は一切不要。
ご自身の心の健康状態が簡単にチェック
でき、ご家族や身近にいる方のための「家
族モード」や「赤ちゃんママモード」も
あります。
　https://fishbowlindex.jp/ishioka/

８
月
２
日
・
３
日
は
、

　

府
中
地
区
公
民
館
で

　
　
　
　
　
　

   

地
区
健
診

▼
健
康
診
査
（
地
区
健
診
）
は
当

日
の
受
け
付
け
順
で
す
。

日
時
／
８
月
２
日
水
・
３
日
木

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館

受
付
時
間
／

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

検
診
項
目
・
個
人
負
担
金

・
健
康
診
査 （
39
歳
以
下
）

　

２
０
５
０
円

・
特
定
健
康
診
査
（
40
歳
以
上
） 

　

１
０
０
０
円

・胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査（
40
歳
以
上
）

　

３
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
）

　

５
１
０
円　

・前
立
腺
が
ん
検
診（
50
歳
以
上
男
性
）

　

６
１
０
円

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
事
前
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
健
康
診
査
（
特
定
健
康
診
査
を

除
く
）
や
が
ん
検
診
は
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
者
や
住
民
税

非
課
税
世
帯
、
重
度
の
障
害
が
あ

る
人
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◀ＱＲコードはこちら。
無理しすぎない。疲れたなというときに
は休むことも大切ですよ。

　　　　　　　２１　　広報いしおか８月１日号　№２８４



参
加
者
募
集

第
４
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

あ
な
た
が
読
ん
で
面
白
い
と

思
っ
た
本
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
は
︑
参
加

者
１
人
に
つ
き
５
分
で
本
を
紹
介

し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
︑
最

後
に
投
票
で
１
番
面
白
か
っ
た
本

（
チ
ャ
ン
プ
本
）
を
決
定
し
ま
す
。

　

次
は
あ
な
た
の
本
が
チ
ャ
ン
プ

本
に
な
る
か
も
。
ぜ
ひ
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

「八郷盆地と太田焼き
　もう一つの瓦文化」
シリーズ 139
文化振興課　
☎ 43-1111（内線 1324）

　

６
月
16
日
︑
無
事
に
瓦
塚
窯
跡

が
国
指
定
の
史
跡
と
な
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。（
３
ペ
ー
ジ
参

照
）

　

こ
の
奈
良
・
平
安
時
代
の
瓦
窯

と
は
ま
た
別
に
八
郷
地
区
で
は
太

田
焼
と
い
う
瓦
文
化
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
こ
で
は
こ
の
太
田
焼
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

八
郷
地
区
太
田
に
「
藤
岡
」
の

姓
を
名
乗
る
一
族
が
︑
瓦
師
と
し

て
神
社
仏
閣
の
屋
根
を
飾
っ
た

擬ぎ

ぼ

し
宝
珠
や
境
内
参
道
の
灯と
う
ろ
う籠
・
氏

神
と
し
て
安
置
さ
れ
た
祠

ほ
こ
らな
ど
を

制
作
し
て
い
ま
し
た
。

　

藤
岡
一
族
が
太
田
に
居
住
し
た

経
緯
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ
り
ま

す
が
︑
農
業
を
営
む
傍
ら
瓦
製
品

の
生
産
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
八
郷
地
区
内
に
残
る
祠
の
銘

文
を
読
む
と
古
い
も
の
で
は
江
戸

初
期
の
寛
永
12
年
（
１
６
３
５
）

か
ら
享
和
３
年
（
１
８
０
３
）︑

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）︑
さ
ら

に
は
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
と

現
代
ま
で
の
も
の
が
見
ら
れ
︑
継

続
的
に
そ
の
製
品
が
確
認
さ
れ
て

お
り
︑
八
郷
地
区
で
の
需
要
が
高

か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

現
在
確
認
さ
れ
る
太
田
焼
は
大

半
が
祠
で
す
が
︑
そ
の
形
は
切き
り
づ
ま妻

造づ
く
りや
寄
よ
せ
む
ね
づ
く
り

棟
造
の
屋
根
を
持
つ
も

の
︑
円
筒
形
の
も
の
な
ど
様
々
な

家
屋
の
形
を
し
て
お
り
︑
時
代
や

作
者
に
よ
っ
て
造
形
が
変
化
し
た

よ
う
で
す
。

こども図書館本の森
　おはなしのへや
▶おはなし玉手箱
　８月５日土
　午前 10 時 30 分から
▶ひよこのおはなしかい
　８月３日木
　午前 10 時 30 分から
▶おはなし会
　８月 19 日土
　午前 10 時 30 分から

中央公民館
▶おはなしフレンズ
　８月 12 日土
　午後２時 30 分から
　※ すべて 30 分程度。

図書館つうしん
■問い合わせ　
　中央図書館　☎ 24-1507

８月の休館日：７・10・14・21・28 日

時の記憶

日
時
／
８
月
20
日
日

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

講
師
／
藤
原 

龍
一
郎
氏

　
　
　
（
歌
人
・
俳
人
）

対
象
／
中
学
生
以
上

　

２
人
以
上
か
ら
実
施
し
ま
す
。

※
当
日
は
見
学
可
能
で
す
。

申
込
方
法
／
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

　

へ
直
接
︑
ま
た
は
電
話
で
申
し

　

込
み
（
随
時
受
付
）

新
着
の
お
知
ら
せ

　

新
着
資
料
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か
に
も

い
ろ
い
ろ
新
し
く
入
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

視
聴
覚
︵
Ｃ
Ｄ
︶

・
Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
／

　

宇
多
田
ヒ
カ
ル

・
君
の
名
は
。
／

　

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｓ

・
か
り
め
ろ
な
日
々
。
／

　

日
々
か
り
め
ろ

・
醒
め
な
い
／
ス
ピ
ッ
ツ

・
ア
ン
コ
ー
ル
／

　

ｂ
ａ
ｃ
ｋ　
ｎ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ

・
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ　

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
／

　

星
野　

源

・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
／
ｍ
ｉ
ｗ
ａ

・
と
き
わ
／
踊　

正
太
郎

・
中
島
み
ゆ
き
・
21
世
紀
ベ
ス
ト

　

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹃
前
途
﹄
／

　

中
島　

み
ゆ
き

・「
道
」
～
坂
本
冬
美
30
周
年
記

　

念
オ
ー
ル
タ
イ
ム
ベ
ス
ト
～
／

　

坂
本　

冬
美

視
聴
覚
︵
Ｄ
Ｖ
Ｄ
︶

・
ズ
ー
ト
ピ
ア

・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ド
リ
ー

・
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン

・
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ペ
／

　

楽
し
く
て
大
忙
し
編

・
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ペ
／

　

お
も
し
ろ
い
こ
と
大
好
き
編

広報いしおか８月１日号　№２８４　　２２　　　　　　　

▲太田焼（葦穂地区三輪神社）

赤ちゃんから大人までどなたでも
参加できます

第１回チャンプ本
『幸せな裏方』藤井青銅著／新潮社



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

南　

台　

菅
野　

憲
枝

梅
雨
入
り
て
雨
が
欲
し
い
と
雨
蛙

東
田
中　

川
島　

市
郎

老
犬
に
行
っ
て
く
る
よ
と
日
傘
さ
し

石　

川　

田
口　

美
子

空
梅
雨
に
背せ

び

れ鰭
動
く
や
池
の
鯉

三　

村　

田
端　

俊
行

山
百
合
の
匂
い
天
ま
で
父
母
の
墓

北
府
中　

野
村
畝
津
子

若
き
日
の
お
の
れ
見
て
お
り
蟻
の
列

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

川　

又　

川
又　

渓
二

梅
雨
も
よ
し
小
町
追
慕
の
句
座
な
ら
ば

　
　
　
　

宇
治
会　

萩
原　

清

安

寧

な

万

緑

囲

む

麓

村

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

縺も
つ

れ
合
ひ
や
が
て
は
な
る
る
梅
雨
の
蝶

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

大　

砂　

藤
岡　

み
つ
子

ネ
モ
ヒ
ラ
の
淡
き
ブ
ル
ー
は
丘
を

圧
し
空
と
海
と
の
蒼
に
と
け
合
う

旭　

台　

井
上　

ミ
チ
子

風
船
を
椅
子
に
ゆ
は
へ
て
公
園
に

つ
く
し
摘
み
居
り
を
さ
な
と
母
は

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

手
に
触
れ
て
愛
し
み
を
り
し
母
の
さ

ま
姫
踊
り
子
草
を
見
れ
ば
偲
ば
ゆ

大
谷
津　

海
老
澤　

明
子

昼
過
ぎ
て
や
や
晴
れ
て
来
し
見
晴

ら
し
台
山
の
は
ざ
ま
に
清
麓
筑
波

井　

関　

木
間
塚
具
子

夕
さ
れ
ば
羽
音
静
ま
る
蜜
柑
の
木

香
り
満
ち
み
つ
花
の
こ
ぼ
れ
る

八
郷
短
歌
会

片　

野　

小
野
瀬
も
と

舗
装
路
に
転
び
て
つ
け
し
顔
の
傷
痛

み
を
こ
ら
え
て
立
ち
上
が
り
た
る

柿　

岡　

小
林　

渥
子

ゆ
く
り
な
く
訛
る
言
葉
の
出い

づ
る

た
び
心し

ん

か
ら
笑
ふ
友
と
旅
し
て

山　

崎　

鈴
木　

菫

も
の
忘
れ
い
つ
も
の
こ
と
よ
こ
の
頃

は
老
化
も
よ
ろ
し
角か

ど

が
と
れ
た
り

石
岡
俚
謡
会

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

青
い
筑
波
を　

吸
い
取
る
よ
う
に

　
　

映
す
稲
田
に　

初
夏
の
風

下　

林　

加
藤　

弥
生

自
然
豊
か
な　

緑
の
風
が　
　

背せ

な中
を
撫
で
行
く　

昼
下
が
り

貝　

地　

前
島
く
に
子

肩
に
孫
の
手　

笑
顔
で
た
た
く

　

痛
み
飛
ん
だ
よ　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　

川　

又　

関　

清
志

伏
せ
て
幾
年　

病
の
友
と

　

握
る
手
と
手
に　

浮
か
ぶ
笑
み

杉　

並　

助
川　

浩
史

遠
く
な
っ
て
も　

手
を
振
る
母
を

　
　

二
度
も
三
度
も　

振
り
返
る

　
　
　
　

石　

岡　

貝
泉
庵
卆
翁

手
数
重
ね
て　

憲
法
論
議

　
　
　

平
和
幸
せ　

願
う
民

府　

中　

小
川
野　

蛙

母
の
自
慢
の　

甘
辛
鯉
に

　
　
　

初
夏
の
彩
り　

青
紅
葉

　
　
　
　

国
府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

今
日
は
一
日　

爺じ
い
ば婆

と
茶
摘
み

　
　

仕
事
す
る
手
に　

い
い
香
り

俳
句

松
岡　

元
義

畑
消
え
て
替
は
り
舞
台
や
鏡
の
田

川
崎　

天
久

そ
か
い
せ
し
頃
の
古
里
百
日
紅

短
歌

荒
井　

幸
子

出
で
始
む
生
姜
の
細
く
柔
き
芽
を

折
ら
ぬ
様
に
と
そ
っ
と
草
引
く

文
化
協
会
だ
よ
り

●
石
岡
三
曲
協
会

三
曲
合
奏
温
習
会

日
時
／
８
月
５
日
土

　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

場
所
／
若
松
町
公
民
館
１
階

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
２
２
・
２
５
９
７
（
川
村
）

●
八
郷
硯
友
会

八
郷
硯
友
会
書
展

日
時
／

・
８
月
17
日
木

　

午
後
１
時
～
５
時

・
８
月
18
日
金
～
20
日
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
８
月
21
日
月

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
１
階

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル「
郷
の
風
」

■
問
い
合
わ
せ

　

☎
４
２
・３
０
３
９
（
助
川
）

文芸いしおか

　　　　　　　２３　　広報いしおか８月１日号　№２８４

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品　

　
（
俳
句
・
短
歌
・
俚
謡
・
市　

　

民
ず
い
ひ
つ
等
）
を
募
集
し　

　

て
い
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち　

　

し
て
い
ま
す
。

　送
付
先
／

　

〒
３
１
５
‐
８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
一
番
地
一

　

石
岡
市
役
所　

秘
書
広
聴
課

　
「
文
芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」　

　

係
ま
で



掲載を希望する人は秘書広聴課にご連絡ください。市の
ホームページからも申込用紙をダウンロードできます。
■ 問い合わせ　秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 213）

わが家のアイドル

\ 巻末連載　     石岡で、はたらくひと　Vol.3/   

石岡市地域おこし協力隊

岡
と
出
会
い
、
大
学
の
あ
る
東
京
都
・
小
平
市

か
ら
通
い
続
け
た
学
生
時
代
。
よ
う
や
く
石
岡

に
住
み
、
地
域
の
一
員
と
な
る
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
こ

と
が
嬉
し
い
。
そ
う
話
す
の
は
、
６
月
に
石
岡
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
た
瀧
田
暁
月
さ
ん
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
定
住
に
向
け
、
地
域
で

新
た
な
仕
事
を
起
こ
す
人
材
を
、
地
域
外
か
ら
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
地
方
の
地

域
力
を
維
持
・
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
。
平
成

21
年
に
総
務
省
が
制
度
化
し
、
全
国
８
０
０
以
上
の
自

治
体
で
３
９
０
０
人
以
上
の
隊
員
が
活
躍
中
で
す
。

　

石
岡
市
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
や
っ
て
き

た
の
は
20
代
の
４
人
。
彼
ら
は
、
全
員
が
武
蔵
野
美
術

大
学
の
出
身
。
学
生
時
代
、
上
青
柳
地
区
の
棚
田
を
舞

台
に
、
竹
を
使
っ
た
野
外
の
ア
ー
ト
展
示
「
ア
ー
ト
サ

イ
ト
八
郷
」
を
運
営
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
石
岡

に
住
ん
で
働
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
東
京
生
ま
れ
東
京
育
ち
の
私
に
と
っ
て
、
冬
の
朝
、

茅
葺
き
か
ら
の
ぼ
る
水
蒸
気
、
駅
前
の
看
板
建
築
や
少

し
入
っ
た
路
地
、
暗
闇
に
響
く
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
。
作

品
づ
く
り
の
た
め
に
市
内
で
過
ご
し
た
時
間
は
、
心
惹

か
れ
る
も
の
で
し
た
」
と
話
す
の
は
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
担
当
す
る
田
中
楓
さ
ん
。

建
築
、
デ
ザ
イ
ン

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
て

　

４
人
は
、中
心
市
街
地
活
性
化
、観
光
交
流
、農
林
業
、

移
住
・
定
住
の
４
分
野
に
分
か
れ
、
活
動
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
観
光
交
流
を
担
当
す
る
井
上
岳
さ
ん
は
、
建

築
学
科
を
卒
業
し
、
大
阪
の
大
学
院
に
進
学
。
し
か
し

石
岡
と
の
縁
は
途
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
郷
地
区
に

長
期
滞
在
し
、
10
人
以
上
の
移
住
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
修
士
論
文
を
作
成
。
地
域
に
定
着
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
探
り
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
と
同
じ
大
学
院
に
進
学
し
た
大
重
雄
暉
さ

ん
は
農
林
業
の
分
野
を
担
当
。「
木
材
の
有
効
利
用
と

い
う
点
で
農
林
業
と
建
築
は
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
う
。
自
分
の
関
心
の
幅
を
広
げ
て
い
き
な
が
ら
、
地

域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
最
長
３
年

間
。
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

石

（写真左から）井上岳
がく

さん（26・観光交流担当）・田中
楓
かえで

さん（23・中心市街地活性化担当）・瀧田暁
あ き

月さん（27・
移住定住担当）・大重雄

ゆうき

暉さん（25・農林業担当）
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大槻宇
う い こ

伊子ちゃん
（1歳 8か月）

山崎

大槻 栗原大
だいき

輝ちゃん　
　　充

みつき

希ちゃん
　　（1歳11か月）
　　　　　　南台

お姉ちゃんたちに可
愛がられるカップル
みたいな双子です。
みんな個性的で元気
に育ってね。

天真爛漫、いたずら
盛り、四兄弟の末娘。
沢山の動物、自然に
囲まれて身も心も大
きくなあれ。
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